
2023/7/19

1

やってみよう！ピア・サポート
ー理論と実践の両面からー

広島修道大学 佐々木菜々
(nsasaki@js.shudo-u.ac.jp)

SPODフォーラム2022

本日の内容

1. はじめに

2. 日本の大学における学生支援

3. 《理論編》ピア・サポートとは

4. 《実践編》トレーニング（ワーク）に挑戦してみよう！

5. おわりに
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1. はじめに

テーマ・題材：

ピア・サポート

受講対象：

 学生支援業務やピア・サポートの担当者

 学生支援業務やピア・サポートに興味のある方

このプログラムについて
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目的：

ピア・サポートの理論に基づき、より教育効果の高い活動を継続して
実施するための考え方や手法を学ぶこと。
→（最終的には）実践できるようになること。

目標：

 ピア・サポートの理論を理解し、説明できる。

 プログラムで学んだピア・サポートの知識・スキルを業務や日常生活で活かすことができる。

 所属大学における学生支援活動の企画ができる。

このプログラムについて
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ピア・サポートの定義を踏まえたうえで、

× 定義通りの完璧なピア・サポートをめざす

〇 ピア・サポートの手法を取り入れることで、活動が良くなる

スタンス
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ピア・サポート
→指導者のもと仲間同士で援助し学びあう教育的な実践活動

詳しくは、第3部で説明しますね。

学生支援
→学生一人一人に応じた教育支援を目的として、大学生活全般において
実施される、大学の教職員による組織的・計画的な活動

「歴史的に用いられてきたわけではない」（葛城 2011) 言葉なので、その概念の
変遷を第2部で見ていきます。

ことばの定義
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2. 日本の大学における学生支援
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学生支援の歴史

 1947年 学徒厚生委員会 設置

 1951年 学生厚生補導研究会を契機にSPS（Student Personal Service）の導入

→「厚生補導」「学生助育」と訳される

 1953年 『学生助育総論ー大学における新しい厚生補導ー』

→学生助育は広義の教育活動の一環であり、教育そのものであるとされた

 1958年 「大学における学生の厚生補導に関する組織および運営の改善について（答申）」

→正課外教育の意義を強調、厚生補導の業務内容を具体的な13項目の領域に分類

 1960年代後半 学生運動のピーク
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 1988年 「21世紀の大学像と今後の改革方策について（答申）」

→学生に対する教育・指導の充実やサービス機能の向上が重要であるとされた

 2000年 「大学における学生生活の充実方策について （報告）

－学生の立場に立った大学づくりを目指して－」（通称：廣中レポート）

 2007年 「大学における学生相談体制の充実方策について

－『総合的な学生支援』と『専門的な学生相談』の『連携・協働』－」（通称：苫米地レポート）

→「学生支援の3階層モデル」が示される。

 2007-2008年 「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」（通称：学生支援GP)

学生支援の歴史
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経済的支援中心の「厚生補導」から、教育に重きを置いた「学生支援」へ

Ⅰ 大学を巡る状況及び今後の方向について

Iー1 大学を巡る状況

• 学生の多様化、18歳人口の減少

• 学生の進路に関する選択肢の広がり

「これからの大学は，_(中略)_個性が輝く大学づくりを目指して取り組むことが求められている。

そして，その取組の一つとして，大学はより学生の視点に近い位置に立ち，学生に対する教育・指導の充実や

サービス機能の向上に努めることが重要となっていくものと考えられる。」

Ⅰー2 現代の学生の実態

• 核家族化や少子化の進展、地域における子供を育成する機能の弱体化

「その結果として，『人とうまくつきあえない』，『人の噂が気になる』，『無気力』など，様々な心の問題を抱えている

学生が増えている。」

「廣中レポート」について
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Ⅰー3 今後の大学のあり方ー視点の転換

• 「教員中心の大学」から「学生中心の大学」への視点の転換

「(前略)今後は，総体として教員の研究に重点を置く「教員中心の大学」から，多様な学生に対するきめ細かな

教育・指導に重点を置く「学生中心の大学」へと，視点の転換を図ることが重要である。」

• 正課外教育の積極的な捉え直し

「(前略)正課教育や正課外教育の中で，学生が社会との接点を持つ機会を多く与えたり，また，学生の自主的な

活動を支援するなど，各大学がそれぞれの理念や教育目標を踏まえ，個性化や多様化を進める中で適切に

取り組んでいくことが期待される。その際，従来，正課教育を補完するものとして考えられてきた正課外教育の意義を

捉え直し，そのあり方について積極的に見直す必要がある。」

「廣中レポート」について
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Ⅱ  各大学における改善方策−学生に対する指導体制の充実を目指して

Ⅱー1 人的資源の活用

• 教員の意識改革・・・FD(ファカルティ・ディベロップメント)の必要性

• 事務職員の専門性の強化･･･人事面での配慮の必要性

「(前略)これからの大学においては，学生に対する専門的な助言を行ったり，教員に対して学生指導のあり方など

について提言や発言を行うことのできる専門的な能力を有する事務職員を育てていくことが重要になっていくと

考えられる。」

• 学生の活用

「学生に対する教育・指導に学生自身を活用することは，教育活動の活発化や充実に資するのみならず，

教える側の学生が主体的に学ぶ姿勢や責任感を身に付けることができることにもなり，非常に意義深いものである。」

「廣中レポート」について
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Ⅱー2 学生に対する指導体制の充実

• 学生相談の捉え直し

• カウンセラー等の充実

• キャリア教育の充実

• 履修指導の改善、少人数教育の充実

• 学習環境の整備

• 学生の自主的活動に対する支援

• 学生関係施設の整備 など

「廣中レポート」について

Ⅱー３ 学生の希望・意見の反映

• 学生による授業評価

• 学生代表との意見交換の場の活用 など
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【廣中レポートまとめ】
昨今の学生の実態に合わせて、

大学の教職員が、正課外教育の機会
を活用しながら、学生中心の教育支援

を行うことが重要である

→自分の業務につなげて考える

「苫米地レポート」について

独立行政法人 日本学生支援機構. “大学における学生相談体制の充実方策について －
「総合的な学生支援」と「専門的な学生相談」の「連携・協働」－（平成19年3月30日発表）”
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 50.4%の大学が「実施している」

 活動の平均数は、2.9

 65.1%が有償のプログラム

 内容は、「授業外・授業内での学習サポート」「留学生支援」「学生間の仲間づくり」など

 今後の取組について、「拡充」は52.0%、「現状維持」は47.2%

 今後新たに「実施したい」大学は45.6%

学生による学生支援活動の実施状況

独立行政法人 日本学生支援機構. “大学等における学生支援の取組状況に関する調査（令和元年度（2019年度））”.
https://www.jasso.go.jp/statistics/gakusei_torikumi/2019.html, (参照 2022-8-13)

＊対象校数1,168、回答校数1,154（回収率98.8％）
うち大学：対象校数792校、回答校数782校（回収率98.7％）

16
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3. 《理論編》 ピア・サポートとは

そもそも「ピア・サポート」ってなんでしょうか？

日本ピア・サポート学会では、以下のように定義づけています。

「学生たちの対人関係能力や自己表現能力等、社会に生きる力がきわめて
不足している現状を改善するための学校教育活動の一環として、
教職員の指導・援助のもとに、学生たち相互の人間関係を豊かにするための
学習の場を各学校の実態に応じて設定し、そこで得た知識やスキル（技術）を
もとに、仲間を思いやり、支える活動を、ピア・サポートと呼ぶ。」

ピア・サポートの定義
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つまり、ピア・サポートとは、

 各学校の実態に応じて、

 教職員の指導のもと、

 必要な知識やスキル（技術）を活かしながら行う、

 仲間を思いやり、支え合う教育活動である

≒ 学生がかかわる活動 （学生グループの活動・サークル活動）

≒ 無償の活動、自主的な活動 （ボランティア）

ピア・サポートの定義
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 “ピア”(peer)とは、仲間・同僚という意味

 “サポート”(support)とは、支援であり、救済(resucue)ではない

◼ 誰もが、成長する力を持っている

◼ 誰もが、自分で解決する力を持っている

◼ 人は、実際に人を支援する中で成長する

◼ 誰もが他者をサポートできる存在であり、サポートを受ける存在である

安心・つながり・絆を生みだし、思いやりのある学校風土を創造する

ピア・サポートの考え方

20

社会人も
ピア・サポーターに

なれるんだね
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ピア・サポートプログラムの構造
③計画

Planning

④活動

Peer Support

⑤振り返り

Supervision

②研修

Training

①
実
施
の
枠
組
み
の
決
定

⑥
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価

⑥研究
Research

 まず、活動の枠組みやねらいを設定し、対象となる学生に対してトレーニングをし、活動をするための
計画をたて、 実際にサポート活動を実施します。

 うまくいったこと、課題などは仲間と共有・解決し、さらなるスキルの獲得や活動の充実を目指します。
特に振り返りを大切にすることが、学生のさらなる成長を促します。 21

①実施の枠組みの決定

 活動の理念・目的・目標などの設定

 大学・部署の中での位置づけを決める(正課・正課外)

 年間のスケジュールなどの作成

→記録し、研修等で学生に繰り返し説明する

22

②研修－Training

•アルスの法則対立解消スキル

•課題解決5つのステップ

•ブレインストーミング
課題解決スキル

•言語的コミュニケーション・非言語的コミュニケーション

•一方通行のコミュニケーション・双方向のコミュニケーション

•ストローク、FELORモデル、アサーショントレーニング

コミュニケーションスキル

•エゴグラム、ジョハリの窓、リフレーミング

•ストレスコントロール、守秘義務
自己理解・他者理解

•ピア・サポートの定義

•プログラムの進め方
ピア・サポートについて

 ピア・サポート活動をするには、サポーターが自信をもって活動できるように、事前にトレーニング
しておく必要があります。

 トレーニングの内容は、順序に従って、活動に応じた練習内容を選ぶと良いです。
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②研修－Training

【事前準備のポイント】
 活動の目的、学生の状況にあったトレーニング内容を用意する
 進め方をあらかじめシュミレーションする

場所の確保、教材の作成、グループの実態把握・情報収集、うまくできない学生への対応
 可能であれば、複数のトレーナーで実施する

アイス

ブレーク
主活動

振り返りシェア

リング

日常生活へ

の般化

事
前
準
備

・短時間で
・楽しい雰囲気で
リラックスして

・研修の目的を
明確に

・ルールの徹底
・観察をする

・個人→グループ
・肯定的な
フィードバック

・気づきをどんな
場面で活かす
か考える

24
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◼ 活動の計画 (5W4Hに沿って)

→決められたフォーマット（目標シート・企画書など）に記入するとやりやすい

25

③計画ーPlanning ④活動－Peer Support

【ピア・サポートの実践事例】

• 相談活動（カウンセリング的役割）

• 仲間づくり（友達づくり）

• 学習支援（教育的支援）

• 地域・貢献

• 留学生支援

• 高校生支援

26

⑤振り返り－Supervision

【スーパービジョンとは】
ピア・サポーターたちが活動のうえで問題を抱えていないか、活動そのものに

問題がないかを振り返り、トレーナーである職員が指導・援助・助言を行うこと。
また、活動内容の妥当性について判断すること。
個人スーパービジョンとグループスーパービジョンがある。

【スーパービジョンの機会】
・ 個人面談
・ ミーティング
・ 活動中、トレーナーが気が付いた時
・ サポーター学生が相談に来た時 など

27

⑤振り返り－Supervision

サポーター学生の気づき・話し合いを深めるトレーナーの声かけ

 基本は”傾聴”

• ～なんだね（繰り返し）

• もう少し詳しく説明できる？

• どうしてそう感じたのかな？その理由は？

• 他にはどんなこと感じた？

• 〇〇さんありがとう。では、〇〇さんはどうですか？

28
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⑤振り返り－Supervision

【グループスーパービジョンの目的と意義】

 ピア・サポーターの精神的支援をする

 学習・スキル獲得・課題解決ができる機会を提供する

ピア・サポーターにとっては、

◼ チームとしてのまとまり、仲間意識、活動への主体性などの促進

◼ 活動の質が高まる

トレーナーにとっては、

◼ サポーターとの信頼関係が深まる

◼ プログラムの進捗状況を点検し、改善のための手がかりが得られる

29

⑥プログラムの評価・研究

1. 誰のための取り組みなのか（問題）

2. どうなればいいのか（目的）

3. どうやって測るのか（分析方法）

◼ 質問紙・感想・聞き取り・観察

◼ 実施前と実施後、対象の学生・その他の学生

4. 結果をどう読み解くのか（考察）

5. 評価の結果をまとめ、公開する（実践報告・研究）

数値化・視覚化

30

4. 《実践編》トレーニングに挑戦してみよう！

実践編の資料を閲覧希望の方は
ご連絡ください。

5. おわりに
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ピア・サポート活動をはじめとした正課外教育の機会が求められている

教育効果の高い活動を継続的に運営するために、理論を学び実践すること

◼ ピア・サポートプログラムの構造に基づき、活動の仕組み作りをする

◼職員はトレーナーとしての役割を理解し、スキルアップに努める

◼学生も職員も無理しないこと、”できたこと” “よかったこと”にもしっかり目を向ける

◼活動成果を外に向けて発信していく

33

まとめ

 Planned Happenstance Theory（計画的偶発性理論）･･･
「キャリアの8割は当初予想していなかった偶発的なことで決定される」

◼好奇心 (Curiosity)

◼持続性 (Persistence)

◼柔軟性 (Flexibility)

◼楽観性 (Optimism)

◼冒険心 (Risk Taking)

34

おわりに

ご清聴ありがとうございました

▼本プログラムの感想・ご質問は以下まで
nsasaki@js.shudo-u.ac.jp

 学生支援に関するもの

• 文部科学省. “大学における学生生活の充実方策について （報告）
－学生の立場に立った大学づくりを目指して－”. 
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/012/toushin/000601.htm,
(参照 2022-5-9)

• 独立行政法人 日本学生支援機構. “大学における学生相談体制の充実方策について
－「総合的な学生支援」と「専門的な学生相談」の「連携・協働」－（平成19年3月30日発表）”.
https://www.jasso.go.jp/gakusei/archive/jyujitsuhosaku.html, (参照 2022-5-9)

• 大森真穂. 大学教育としての学生支援の理念を問い直す:日本におけるSPS活動の歴史的検討を
中心として. 教職研究. 2013, 24, pp.115-123

• 葛城 浩一.第2章 日本における学生支援活動の歴史的変遷 (学生による学生支援活動の現状と
課題). RIHE. 2011, 112, pp.17-33

36

引用・参考文献
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• 五藤勝三. 学生支援人材に求められる専門性と取り組み姿勢. IDE現代の高等教育. 2015, 
No.569, pp.41-45

 ピア・サポートに関するもの

• 日本ピア・サポート学会大阪支部. “ピア・サポートの理念”.
http://osakapeer2010.com/ideology.html, (参照 2022-5-9)

• 中野武房. 日本ピア・サポート学会. ピア・サポート実践ガイドブック: Q＆Aによるピア・サポート
プログラムのすべて. ほんの森出版株式会社, 2008

• 菱田準子ほか. トレーナー養成標準プログラムテキストブック. 日本ピア・サポート学会, 2016

• 岡田倫代. ピア・サポート力がつくコミュニケーションワークブック. 学事出版株式会社, 2013

• 西村 宣幸.コミュニケーションスキルが身につくレクチャー&ワークシート.学事出版株式会社, 2008

• 佐々木菜々. ピア・トレーナー養成ワークショップに参加して. 事務研修. 2016, 第43号, pp.154-158

37

引用・参考文献

 広島修道大学の取り組みに関するもの

• 広島修道大学図書館.https://www.facebook.com/ShudoLibrary/,(参照 2022-5-9)

• 広島修道大学図書館. “アイから広がる図書館づくり”. https://library.shudo-
u.ac.jp/top/sites/default/files/2019-12/news20161001.pdf, (参照 2022-8-10) 

• 広島修道大学. “学生スタッフShuddy’sと修大の魅力”.  https://www.shudo-
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